
１１）毒・劇薬及び処方せん医薬品等の取扱い 

 （１）表示 

 

 （２）取扱い等 

開封販売 
管理者が薬剤師である薬局、店舗販売業者や医薬品販売業者は、封を開いて毒薬・劇薬を販売

することができる。 

貯蔵・陳列 
毒薬及び劇薬を他のものと区別して、貯蔵・陳列しなければならない。 

毒薬を貯蔵・陳列する場所にはかぎを施さなければならない。（劇薬は不要） 

譲渡手続 

 

 

 

 

 

14 歳未満の者に交付してはならない。 

（ただし、調剤した毒薬・劇薬は年齢に関係なく交付可） 

 

 （３）処方箋医薬品 

毒薬 劇薬 

黒地に白枠、白字をもってその品名 

および「毒」の文字を記載 

白地に赤枠、赤字をもってその品名 

および「劇」の文字を記載 

定義等 
処方箋医薬品とは、医師、歯科医師等から処方箋の交付を受けた者以外の者に対して、正当

な理由なく販売してはならない医薬品であり、厚生労働大臣が指定する。 

帳簿等 

医師、歯科医師等の処方箋の交付を受けた者に対して、処方箋医薬品の販売したときは必要

事項を記載し、当該帳簿（処方箋医薬品に関する帳簿）を 2 年間保存しなければならない。 

【処方箋医薬品に関する帳簿の記載事項】 

 ・品名、数量、販売年月日    ・処方医の氏名・住所・勤務先の名称 

 ・譲受人の氏名・住所 

MEMO 

譲渡人 

（薬局開設者等）

常時取引関係にある医薬関係者：文書の提出 

               証明書の提示不要 

文書の提出 一般消費者：文書の提出（2 年間保存） 

医薬関係者：公務所発行の証明書の提示 


